
内部統制システムおよびリスク管理体制�
　東京エレクトロングループは、高い水準での企業倫理

を保持するとともに、法律・国際的なルールを遵守した

行動が第一義であると考えています。倫理担当取締役を

選任するとともに倫理基準を制定し、企業倫理の徹底に

取り組んでいます。また、内部統制システムおよびリスク

管理体制を整備するため、監査センターによる内部監査

機能を充実させていくとともに、総務部内にビジネスリス

ク、オペレーションリスクなどの危機管理対策を遂行する

機能を設けています。�

�

配当政策および役員報酬制度変更�
　東京エレクトロングループは、さらなる企業価値向上と

経営の透明性向上の観点から、2006年3月期から、連結

当期純利益の20％の配当性向を目途とする配当政策に

業績連動報酬部分と

連結当期純利益との相関性を明確化し、連結業績や株価

に対する報酬の連動性引き上げを図ることとします。�

�

コーポレート・ガバナンスに対する考え方�
　東京エレクトロングループは、 取締役と執行機関の機

能を分離するとともに、取締役会の中に代表取締役の報

酬を決定する報酬委員会を設置しています。加えて、株
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